
  

平成 28年 7月 3日（日） 

9：25～16：55 

（開場 9：10） 

北里大学 薬学部 

（白金キャンパス） 
《アクセス》 

JR山手線「恵比寿駅」徒歩 20分 

都営三田線「白金高輪駅」徒歩 13分 

 

日

時

 

会

場

 

○本研修会は事前申込が必要です。参加費のお支払いを以て、お申し込みが完了いたします。 

○参加費のお支払いは「クレジット決済」または「コンビニ決済」がお選びいただけます。 

○お申し込みは全て、当会ホームページからとなります。 
 

※お申し込みには申込者固有のメールアドレスが必要となります。お申し込みされますと、当会よりメールで通知が届きますの

で、当会のメールアドレス（w_tokyo_dm_net@crest.ocn.ne.jp）を受信できるよう、メールのセキュリティをご確認のうえ、お手続きく

ださい。 

 

申

込

方

法

 

開

催

概

要

 

○本研修会は「看護系」「栄養系」「薬剤系」「臨床検査系」「運

動療法系」の５つの専門分野に分かれて研修を行います。 

○本研修会は日本糖尿病療養指導士＜1 群＞の単位が取得

できます。 

○本研修会は西東京糖尿病療養指導士の単位が 10 単位取

得できます。 

※各研修会の講演内容・取得できる単位数等の詳細は裏面でご確認く

ださい。 

 

《ホームページからの申し込み方法》 

①「西東京臨床糖尿病研究会」を検索。  URL はこちら→ http://www.nishitokyo-dm.net/ 

②「重要なお知らせ」及び「新着情報」の「平成 28年度 西東京糖尿病療養指導プログラム（CDEJ1群）の申込はこちらから」

をクリックしてください。 

③内容をご確認いただき、頁の最後にある各研修会のリンクページより、参加したい研修会をクリックして、該当研修会の

「イベント・セミナー情報」に移動してください。 

④表示された情報が参加したい研修会かご確認のうえ、画面最下部にある「このセミナーに申し込む」ボタンをクリックして当

会の会員/非会員等のステータスを選択し、次に進んでください。 

⑤表示された「申し込みフォーム」に必要事項を入力し、送信してください。 

⑥表示された「お支払いはこちらから」ボタンをクリックし、画面の指示に従い参加費のお支払いをしてください。実際の参加

費の入金を以て、正式な参加申し込みが完了します。 

参

加

費

 

申込時期によって価格が変わります 

【受付開始】3月 7日～  

        ↓ 

【受付開始】5月 23日～ 

        ↓ 

【受付終了】6月 27日 

 
※別途、お弁当（お茶付き）を 1,000円

にてお申込みいただけます。 

 

5,000円 

↓ 

6,000円 



《各研修会共通の取得可能な単位》 

☆西東京糖尿病療養指導士認定更新のための研修単位：10単位 

☆日本糖尿病療養指導士認定更新のための研修単位＜2群＞：2単位 

※日本糖尿病療養指導進認定更新のための研修単位は、＜1群＞と＜2群＞のどちらか一方のみ取得できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※上記の他に、全ての研修会を休憩時間に移動できる「フリーコース」がございます。（取得できる単位は「西東京糖尿病療養指導士認定更新のた

めの研修単位」のみとなります。）申込みはそれぞれの分野（コース）毎となりますので、研修会名をよくご確認のうえ、お申込みください。 

第 1回 西東京臨床検査研修会 

☆日本糖尿病療養指導士認定更新のための研修単位＜1群＞：申請中 

テーマ：『 糖尿病患者に必要な臨床検査について学び直そう 』 

臨
床
検
査
系 

第 1回 西東京運動療法研修会 
☆日本糖尿病療養指導士認定更新のための研修単位＜1群＞：申請中 

☆健康運動指導士及び健康運動実践指導者の登録更新に必要な履修単位：講義/単位未定（申請中） 

テーマ：『 糖尿病の治療と療養における運動療法の臨床的意義 』 

 

 

運
動
療
法
系 

午前 教育講演１：糖尿病を中心にした検体検査について        東京医科大学八王子医療センター 臨床検査部   浅海 隆司 先生 
 

午前 教育講演２：生理学検査について『神経系の検査を中心に』 東京医科大学八王子医療センター 臨床検査部 原田 かおり 先生 
 

午後 教育講演３：生理学検査について『超音波検査について』  武蔵野赤十字病院 臨床検査部                山口 佳美 先生 
 

午後 教育講演４：POCT，SMBG，CGMの精度管理と問題点      NPO法人西東京臨床糖尿病研究会 理事長    貴田岡 正史 先生 
 

午後 講演＆シンポジウム：臨床検査結果の利用 
 

 医師の立場から:青梅市立総合病院 関口 芳弘 先生  看護師の立場から：武蔵野赤十字病院 志賀 和美 先生 

薬剤師の立場から：公立昭和病院 西條 雅美 先生   栄養士の立場から：東京医科大学八王子医療センター 永田 美和 先生 

健康運動指導士の立場から：高村内科クリニック 小池 日登美 先生 

午前の部 糖代謝異常がもたらす病態と身体的機能の変化 

講演１：「糖代謝と骨格筋」     関西福祉科学大学 保健医療学部 リハビリテーション学科 理学療法学専攻 教授 野村 卓生 先生 
 

講演２：「糖尿病患者の身体的機能の特性を踏まえた運動療法」 

   東京医科大学八王子医療センター 糖尿病･内分泌･代謝内科 天川 淑宏 先生 
 

午後の部 糖尿病の各ステージにおける療養指導としての運動療法の臨床とは                              

 講演１：「糖尿病の一次・二次予防と運動療法（健康運動指導士の役割を踏まえ）」      高村内科クリニック   小池日登美先生 

 講演２：「糖尿病の二次・三次予防と運動療法（理学療法士が関わるべき必要性）       江東病院             安達 枝里 先生 

 講演３：「糖尿病 運動療法のトピックス」            順天堂大学大学院 代謝内分泌内科 准教授   田村 好史 先生 

 パネルディスカッション 

 

第 13回 西東京糖尿病教育看護研修会 

☆日本糖尿病療養指導士認定更新のための研修単位＜1群看護職＞：4単位申請中 

テーマ：『糖尿病医療学を通して患者支援を考える～実践の経験知から患者・医療者関係のありようを探る～』 

看
護
系 

第 13回 西東京病態栄養研修会 
☆日本糖尿病療養指導士認定更新のための研修単位＜1群＞日本病態栄養学会主催：2単位申請中 

☆病態栄養専門師認定更新のための研修単位：2点 ☆日本栄養士会生涯教育実務研修（臨床栄養分野） 講義 4単位 

テーマ：『 消化器系疾患と糖尿病との関連～病態と治療法の基本を学ぶ～ 』 栄
養
系 

第 13回 西東京薬剤研修会 

☆日本糖尿病療養指導士認定更新のための研修単位＜1群＞東京都病院薬剤師会主催：2単位申請中 

☆研修認定薬剤師のための受講単位（薬剤シール）：申請中 

テーマ：『 1日で糖尿病薬の総まとめ～専門医による薬の使い分け～ 』 
薬
剤
系 

午前第１の部  講演１：「2型糖尿病・肥満症と腸内細菌」  慶應義塾大学医学部 腎臓内分泌代謝内科 講師  入江 潤一郎 先生 
 

午前第２の部  講演２：「肝臓・胆のう・膵臓疾患の薬物療法」              北里大学薬学部 講師     井上 岳 先生 
 

午後第１の部  講演３：「胆のう・膵臓の病態と栄養治療」         秀和総合病院 消化器病センター長   鈴木 壱知 先生 
 

午後第２の部  講演４：「ウイルス性肝疾患における糖代謝異常」      秀和総合病院 消化器病センター長   鈴木 壱知 先生 

午前第１の部  講演１：「経口血糖降下薬（SU、グリニド、BG、αGI、チアゾリジン、SGLT2i）①」 

北里研究所病院 糖尿病センター長 / 腎臓・内分泌代謝内科副部長 / 医療連携室長  山田 悟 先生 
 

午前第２の部  講演２：「経口血糖降下薬（SU、グリニド、BG、αGI、チアゾリジン、SGLT2i）②」 

北里研究所病院 糖尿病センター長 / 腎臓・内分泌代謝内科副部長 / 医療連携室長  山田 悟 先生 
 

午後第１の部  講演３：「インクレチン関連薬（DPP-4i、GLP-1）」      東京都済生会中央病院 副医長    香月 健志 先生 
 

午後第２の部  講演４：「インスリン注射薬」               医療法人社団ユスタヴィア      宮川 高一 先生 

 

第１部（午前）①  事例提供：「こころで向きあう糖尿病看護～外来看護で大事にしていること～」  HECサイエンスクリニック  瀧本 奈奈 先生 
 

第１部（午前）②  特別教育講演：「エンパワメントあるいは糖尿病医療学的な考え方について」 

奈良県立医科大学糖尿病学講座 教授     石井 均 先生 
 

第２部（午後）①  総合討論：症例を通して患者支援を考える 

「エンパワメントアプローチが有効であったと感じた瞬間」 
 

医師の立場から：国立がん研究センター中央病院 総合内科・歯科・がん救急科 科長 大橋 健 先生 

看護師の立場から①：  京都府立医科大学附属病院              肥後 直子 先生 

看護師の立場から②：  武蔵野赤十字病院                  豊島 麻美 先生 

第３部（午後）①  モバイル DEアンサー「その療養支援はだれのためのもの？」～モヤっとする場面を考えよう～ 


